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わくわく通信 

１月１９日(土)の開所日は今年１年の無病息災を願い、とんどを行いました。 

今年のとんどは、バス内から見るのではなく生活棟前の庭から見て頂きました。 

バス内から見るのとは違い、竹や竹の葉が燃える音、弾ける音をしっかりと聴くこと

が出来たので、例年より楽しんで頂けたのではないかと思います。 

今年１年が皆様にとって良い年になりますように。 

                   

 

 

 

 

 

                              

                              堂面 大地 

  

陶 芸 班 

 イノシシ年は始まったばかりですが、 

陶芸班にとっては、もう終わり。 

来年の干支、ネズミ年に取り掛かります。 

年末にみんなで部屋をきれいにし、 

次の型流しの準備を始めました。 

 

創 作 班 

                  感染対策として、通所・入所別々で活動する

時は、療育班と合同でウエス作業をさせて頂

きました。普段とは違うメンバーと場所での

作業になりましたが、ゆったりとした中で作

業を進めていました。現在は、通常通りに戻

っていますが、環境をかえると面白い発見も

ありました。 

 

 



園 芸 療 育 班              

缶つぶしグループの作業ペースがとても上がっており、 

缶が不足しております。もしご家庭で余っている缶があれば 

寄付して頂ければ助かります。 

 

 

 

貝 通 し 班 

今作業を進めている業者から 

追加分を頂きました。納期に 

間に合うよう頑張っていきます。 

 

 

 

入 所 部 よ り 

新年明けましておめでとうございます。1 月 2 日（水）に入所部利用者さん数名で

近くの神社へ初詣に行きました。 

皆さんしっかりと手を合わせ笑顔で参拝されました。今年も健やかな一年になるよ

うにお願いしました。今年も元気に楽しく皆で過ごしたいと思います。 

  

玉田 淳也 

 

とんど 

入所部利用者さん数名で下友田のとんどに参加させて頂きました。迫力ある大きな

とんどに火が点火されると、ものすごい勢いで火が回りボン、ボンと大きな音で竹が

弾けていました。利用者さんも静かに見ている方、ピョンピョン跳ね少し興奮される

方それぞれの方法で無病息災を願いました。 

                                 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                浜先ひろこ 

 

グループホームより 

『グループホームゆうわのみんなで 

三重県まで行って来ました』 

グループホームゆうわでは４月～11月

の夕方に周辺をウォーキングしていまし

た。今までウォーキングした距離を足し

てみるとグループホームゆうわから三重

県までの距離を歩いていました。 

総合計距離は 461ｋｍです。12 月から

は寒さが厳しくなってきたこと、日が落ちるのが早くなったことでウォーキングを中

止しています。 

みんなウォーキングが再開する暖かい春の訪れを今か今かと待っています。 

乙原 亮 

 

1 月 13 日（日）地元の岩組地区で行われた とんど 

に参加させて頂きました。 

勢いよく燃える竹を見て「凄い！」歓声が上がった

り、竹の破裂音に驚いたりしましたが、楽しい一時を

過ごせました。 

最後は出来たてのぜんざいを頂き皆さん満足された

様子でした。 

                     

 

 

                                

 

永中 崇裕 

  

 



 

珈琲ブレイク 第４話 

理事長 河野 義刀 

 

「全員研修の余韻」 

 日が落ちるのが日ごとに長くなる昨今です。新しい年を迎えて早いもので１ヶ月が

経ちました。夕暮れ時、ちょうど日勤の職員が家路につくころ、友和の里の西の空に

は箒を逆さまにしたような落葉樹の木立が残照を背にくっきりと浮かび上がります。

寒さのみぎりではありますが、一日いちにちと春が近づいてくるような喜びを感じる

時期になってきました。 

 『友和だより』先月号で全員研修の一部を報告させていただきました。「事故・ヒ

ヤリハット報告書の適切な活用」と「施設内ハザードマップの作成」についてはその

後も職員間で反響が続いています。 

前者では、事故や危険を予見しその回避を目的としたヒヤリハットの報告書が研修

後に増加しています。報告書には事故報告書的な内容も含まれていますが、ヒヤリと

した、ハッとしたという発見も多く、その発見が一部職員間で放置されてしまうとや

がて軽微な事故に、さらには重大な事故につながりかねません。それだけに発見の共

有は大切で、報告書の増加は歓迎するところです。 

一方、後者では、研修当日にできなかった「グループホームでの施設内ハザードマ

ップ作成」を１月１８日に実施。これまで気付けなかった危険につながりやすい箇所

やその見方が多く話し合われました。さらに、衛生委員会でも関連する危険個所の洗

い出しが継続的に行われるようになっています。なお、全員研修でのマップの作成作

業は、職員個々が施設内の危険につながりやすい箇所に付箋を貼りつけてグループご

とに発表し合うというものでした。 

研修成果は利用者さんの幸せづくりにつながり、職員にとってもスキルアップや意

欲向上、ひいては施設運営上の推進力にもなり得ます。研修当日の気付きが言いっ放

しに終わらないように日頃から職員間でさらに問題意識を共有、持続してほしいと願

っています。                

  

 

 

 

ＧＨ全体図 



 

 

              

               

                

               

                                

                                

 

                     

 

 

 

 ２ 月 行 事 予 定 

１（金） 管理者会議 １７（日）  

２（土）  １８（月）  

３（日）  １９（火）  

４（月） サービス特定相談会議 ２０（水） 部署会議 

５（火） ホームページ会議 ２１（木）  

６（水） 入所部会議 ２２（金） 苦情解決会議 

７（木）  ２３（土）  

８（金） 通所部会議 ２４（日）  

９（土）  ２５（月）  

１０（日）  ２６（火）  

１１（月） 建国記念日 ２７（水） マニュアル会議 

１２（火） 衛生委員会 ２８（木）  

１３（水） 支援技術会議   

１４（木）    

１５（金）    

１６（土） 開所日   

３月  １日(金)管理者会議         １２日(火)衛生委員会 

    ６日(水)地域交流会議        ２０日(水)友和お寿司の日・部署会議 

    ８日(金)通所部・入所部会議     ２１日(木)春分の日 

                                  の予定です 

 

 

 

 



2 月 献 立 

１ 金 節分献立 

２ 土  

３ 日  

４ 月 ごはん・スープ・豚のパン粉焼き・サラダ・ゼリー 

５ 火 ごはん・味噌汁・炒り鶏・和え物・果物 

６ 水 ごはん・スープ・魚の香り漬け焼き・炒め物・果物 

７ 木 ホットドッグ・スープ・サラダ・牛乳 

８ 金 ごはん・味噌汁・鯖とごぼうの煮付・和え物・ヨーグルト 

９ 土  

１０ 日  

１１ 月  

１２ 火 ごはん・味噌汁・牛肉と野菜の炒り煮・酢の物・果物 

１３ 水 ごはん・スープ・鮭のパン粉焼き・炒め物・ゼリー 

１４ 木 やきそば・スープ・酢の物・牛乳 

１５ 金 ごはん・味噌汁・ぎせい豆腐・和え物・ヨーグルト 

１６ 土 カレーライス・スープ・サラダ・果物 

１７ 日  

１８ 月 ごはん・味噌汁・煮魚・炒め物・ゼリー 

１９ 火 ごはん・スープ・鶏の唐揚げ・酢の物・果物 

２０ 水 ごはん・スープ・ロールキャベツ・炒め物・果物 

２１ 木 三色丼・汁物・酢の物・牛乳 

２２ 金 ごはん・味噌汁・鯖の利休焼き・煮物・ヨーグルト 

２３ 土  

２４ 日  

２５ 月 ごはん・スープ・鮭のピカタ・炒め物・果物 

２６ 火 ごはん・味噌汁・肉じゃが・和え物・ゼリー 

２７ 水 ごはん・スープ・麻婆豆腐・酢の物・果物 

２８ 木 ほたてごはん・汁物・和え物・牛乳 

   

   

   

   

やむをえず献立を変更することがあります。あらかじめ御了承ください。 

 

 


